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1.まえがき

天然のままほとんど加工することなく利用できる軽

量骨材としては火山礫カミもっとも重要なものである.

地質学用語の火山礫というのは次の定義にしたがった

ある限られた粒度の火山地出物を呼んでいる.

火山描出物の分類

火山塊(vo1canicblock)径が32mm以上のもの

も岩韓(SCOria)もともに含めて扱われている.ア

メリカでほ工業用語として軽石をpumice(2～3mm

より大きなもの)脾㎜icite(2～3㎜mより細かいも

の)と区別しているが地質学用語でいえば軽石礫軽

石灰と祖ろう.護たやや古い統計や書物ではpumi鵬

転

材

資源

�

礫(1)

岡野武雄

を研磨剤の一種としてダイヤモンドコランダムた

どといっしょに分類しているものもある.

構造材用の火山礫の利用は昭和30年以後急激に増加

してきている.身近かな例をあげるならぱ国鉄新宿

駅やその東西に最近建築された7-9階建のビルディン

グはみなこの火山礫を用いて造られているものぱかり

である.このことは最近大都市とくに東京付近では

骨材としての川砂利の産出が少なくなったことにもよる

がむしろ火山礫を用いることによって建造物を軽量化

することができる(したがって基礎工事費や鉄材を節

約することができる)ことの魅力が大きいことによるも

のであろう.

以下地質学の立場からみた火1⊥1礫について歴史

火山礫の産状火山礫の性質日本の各産地外国の産

状などについて述べこれに採掘･搬出･用途などを

加えるが火山礫を用いたコンクリｰトの性質などの点

については建築･土木関係の文献を参考されるようお

願いする.

a火山礫利用の歴史

火山の噴出物を利用した歴史は古くすでにロｰマ人

は軽石の微紛と石灰を混ぜて一種のセメントを作るこ

とを発見している.当時利用された火山灰は今のナ

ポリ郊外にあるPozzuo1i付近のものであったといわれ

ている.また北ハンガリｰ地方で

は数100年来軽石を利用し続け

てきているという.

このように火山灰のある国はい

ずれの国でもかなり長い間ある

いは大規模にあるいは家庭用に

火山灰を使用してきたことは間違い

桂い.

わが国で工業的に火山灰を使用し

初めたのは昭和魯(1933)年頃とい

われ群馬県の渋川市の北方(子持

山の東麓)で採掘されていた.当

時はレンガを作ることを目的とし

たがほとんど発展をみることなく

おわっている.

写真1浅間山�
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次いで昭和12～13(1937～38)年頃すなわち日本が戦

争状態に入った頃からセメント節約の異的で軽石粉

をセメントに混ぜて利用することがはじまりこれが

昭和20(1945)年まで続いていたようである.

同じ･く昭和13年頃は伊豆大島の火山礫も多少採

掘され利用されていたようである.

火山礫が本格的に採掘利用されるに至ったのは戦争

終了後のことである.浅聞軽石が昭和21～22(1946-

47)年頃榛名軽石が昭和22-23年頃より天城山の軽

石が昭和25(1950)年頃より開発が盛んになってきや

や遅れて十和田(1952)真鶴(1955)の火山礫が開発さ

れてきた.いずれも最初軽量コンクリｰト･ブロッ

ク用としてはじめたものである.

昭和26-27(1951-52)年興鉄筋コンクリｰト建造物

の粗骨材に榛名浅間の軽石が利用されよい結果を

得てから後は火山礫が鉄筋コンクリｰト建築物の骨材

としての重要性が認められ浅間榛名の軽石が次い

で大島の火{礫が大量に使用凄れるようになり今ε1

の盛況をみるぽ至ったので勅る古火山襟を使用した建

築物の例は後に一拷して掲げて抽く｡

b火山噴出物の産状

火山の噴火のさい火口から噴出されるガスを除く

本質火山物質(岩鍍に由来する物質)の堆積の様式は次

の3つの型に分けることができる.

1.降下火砕堆積物(pyr㏄1asticfalldeposit)

2.火砕流堆積物(pyoodasticnOwdeposit)

3.美容岩(1a∀a)

降下火砕堆編物は火口より高温熔融状の岩漿が

急激に圧力の低い大気中に掘出され落下して堆積した

もので拠出の際岩漿中に含まれていたガス分が気化

し多数の気泡を発生し'このため地出物は多孔質の岩片

(降下火砕物)となる.これを外観により軽石(pumice

比較的Si0･Ai203分に富み色の白っぽいもの)あ

るいは岩津(SCOria鉄･マグネシウム分に當んだ

色の黒褐赤色を呈するもの)と呼んでいる.�
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洪積世の降下火砕物を調べるといずれも供給源でめる

火1⊥1σ)東方に分布しているこれは洪積世以後今目まで

わが国ではいつも偏西風がすぐれていたことを物語るも

のである(第1図参照).降下火砕物の分級作用にっい

tて1例をあげて説明すると1783(天明3)年の浅間山の

噴火の際の降下軽石は火口から東方に距離に応じて次

のような分布を示している.

火口よりの距離(km)5101520304050

降下火砕物の摩さ(cm)250110504516139

大磯の平均直径(cm)221065540.6

〔注:大磯平均直径というのは2×2m里θ)露出の範囲内から

5個の大きな礫を取り出しその直径の平均値である〕

降下火砕物を数10kmも遠く飛ばすよう放火山の噴火

は一般に流紋岩や安山岩のような比較的酸性の岩石

を地出する火山の活動に多い.したカミって火山礫と

して採掘される降下火砕礫は酸性の堵石が多いが寛

士須走の付近に火山礫を噴出した宝永の噴火は玄武岩

を噴出した点で例外に属するものである､

火砕流堆棚物は火口から一時に多量の火砕

物質があまり空気中に高く鋤出されず溢れ出るよう

に火山の斜面を流下して火山の周囲に堆積したものであ

る.時にはその火山の麓ばかりでなく峠や丘を越え

てか粧り遠く(阿蘇火山の例では70km)に達することも

ある.火砕流堆積物は分級作用が悪く粗粒物が細粒

物中に埋没していることが多い.また火砕流堆積物は

風向きに影響されることカミ少なく火口より1四方に流出

していることが多い.

この火砕流堆積物は東北北海道の一部でコ1■ク

リｰト･ブロックの骨材として採掘されている.

熔岩についてはとくに説明するまでも狂いと思う.

ま紅軽量骨材としては使用されない･

写真2浅間火山礫白色やや茶色を帯びてぺる

以上に述べた火1｣｣現象はある程度の高さのある成層火

山の場合に顕著に現われるが一方伊豆大島で火山礫

を採掘してい｡小規模の火山体は砕屑丘と呼ばれる

ものもある.火山の形態の1つである砕屑丘

(pyrOclasticcone)は火1⊥1活動の初期大1』｣活動のあ

まり激しくないときに本源物質が火1コの付近に拠出さ

れて作った円錐丘のことである.構造物によって軽

み丘(pumicecone)と岩津丘(scoriac㎝e)に区別

されている.伊豆大島にはこのようなSCOriaCOne

が多い.

2.火山礫の性質

火山礫の性質のうち物理的性質については比重

吸水率強度また化学的性質としては化学成分と

塩分についてのみ述べることにする.

a物理的性質

真北璽･見かけ比蛮骨材の真比重は岩質によ

って差異がある.一般にいって玄武岩一安山岩一流

紋岩と酸性になるほどすなわちSi0｡分が多くなる

にしたがって比重が小さくなる.當七大島のよう

な玄武岩質のものは2.7～2.8浅間榛名のような安

山岩質のものは2.55～2.65真鶴十和田のような流

紋岩質のものは2.4～2.5となっている.一方見か

け比重は岩質と内部にある空隙の量によって変化する.

真比重が小さく空隙の多いものほど見かけ比重は小

さく狂る.また骨材の粒度が小さくたると外に開い

た気泡が多くなるので見かけ比重は次第に大きくなり

真比重に近づいてくる.

吸水率火山礫の吸水率について実測の結果を引用

し第1表に示した.一般に骨材の吸水率は絶乾の状

態から241時間吸水したときの値を用いている.この第

1表より見かけ比重と吸水率(%wt)との関係をみる

と吸水率は見かけ比重に逆比例して大きくなっている.

写真3榛名火山礫白～印リ池�
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とくに見かけ比重の軽いものはこの関係が著しい.

これは空隙が大きいばかりでなく空隙が連続してい

るため水カミ早く内部にしみこむのであろう.

強度わが国には骨材の強さを測る･適当な規準的方

法が扱いので火山礫の強さを量的に表わすIことは困難

である.同一の試験方法を用いても試験片となった

火■』｣礫の個体の採取位置による変化気孔率風化度に

よる変化などによって測定値がそのまま銘柄別に火山

礫の強さを示すことになりがたい.しかし火≡⊥1礫を

長年取り扱っている人々の話では榛名浅間古江

(鹿児島)の石はだいたい似たような強さであり伊豆

1.新島抗火石(分析地質調査所械困)地質ニュ}スNo.121

2,カムイヌプリ降下火砕物(分析勝丼)

3.榛名一軽石(分析東京工大)

4.瀧間軽石(J.J.G.G.V.28よリ)

5.大協火1⊥1礫(平賀1篠沢軽量コンクリｰ1一の施行よリ)

6.當士火山礫(宝永噴出物Bu11.Earthq.Res･Iust33v33･n･8)

7.三宅.島(1874年噴出の熔岩の分析値Scoriaの音11分とは多少異なろ

う分析地質調査所山田)

8.アメリカの流紋賭70個の平均値(Batesより)

専一真4大船人111礫には赤と黒とがあるこれは黒｡い方である

大島の火山礫はそれらよりも強いといわれる.

b化学的性質

化単成分骨材に用いられる火山礫の化学成分は

石材関係よりの資料と火山噴出物として学術雑誌より

の資料と両方より集めたので表としては不体裁にな

ったが一応産地別の変化は知り得る(第2表).

塩分塩分主として塩化ナトリウムは一般の骨材

においても有害成分としてきらわれ(鉄筋を鏑びさせる)

ている.火山の噴火には降下物として塩化ナトリウム

のあることは知られているがこの初生的な塩分は間

もなく雨水によって溶け流されてしまうので問題にな

大鳥火IlI礫の顕微鏡=写衷小さいゴミで閉している円形の部分は空隙

黒地は石基1ヨく細長いのは斜長･布�
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海水の飛沫などによる塩分の付着の恐れがある.桜島

産のものに一時そのよう狂ことがあったといわれている.

3.火山礫の産地･産状

火山礫は前述のように熔融状の岩漿が急激に空気

中に地出されてできたものであるので当然ながらそ

の礫を構成する物質の多くの部分(火山岩の石基の部分)

はガラス状物質である.このガラス状物質は永い地

質時代の間には変質再結晶して主としてモンモリ

ロナイトクリストバライトに富む粘土に変る.この

ように一部が多少とも粘土化したものは構造用骨材

としては利用できない.したがって火山礫の産地とし

ては火山噴出物の地帯であっても古い地質時代のと

ころは除外され主として第四紀の噴出物の分布する

地域に限られる.

第1図に第四紀の火山噴出物の分布域を示す.各

論の項で述べる稼行されている火山礫の産地は1～2

の例外を除いてすべてこの第四紀噴出物分布域にある.

しかも都市に近く交通(搬出)の便利なところである.

別な表現をすれば今後新しく利用される火山礫の予想

される産地は図中の噴出物の分布域にあるといえよう.

A火山礫産出地別コングり一トブロック製造工場および能力

����1引火山の願出物を棚胴する工場���

地区�火山名�明出物種紙�����

���工場敏�月産能力〔個蜘��所費火山徽州�工地所花地

�����月間�隼間�

�際圃火山�降下火砕物�o�165.OOO�660��

斑剖�������斜里郡小滴水町同斜里町同涌盟町野付棚1離村川上郡弟子卿I阿寒郡阿塞町

�触斜路州1�火砕流�4�23?､OOO�960��北見市網走市網走郡簑概町

�大哲火山(?�熔儲概灰岩�I�31.OOO�120��上111郡愛別町

中止^椰�十脇火山�熔徽腫灰謄�3�72,OOO�300��上川郡紬簗町同糞瑛町空知郡富良暮岬

�支笏火山�降下火砕物�一�52,000�210��勇払郡舳1町

�胴前火山�峰下火砕物�17�一､3ヨ3,500�5,34個��予畿市潜小牧而白老郡白老町郵払郡追分町同早来町

西楠部�倶ク祭火山�降下火砕物�2�60,000�240��膚老郡白老町

�有珠火山�降下火砕物�2�79.oo岨�320��有珠郡伊達町

�駒カ岳火1u�峰下火砕物�11�個3.000�1.740��函館市心因郡亀田町茅部郡森町茅部郡魔部村

�波田層{古畑洪繍ωの凝灰岩(亜炭喀を爽ω��4�230,000�920��上川郡満水町河西郡芽室町河葉郡音更町

�含酎{^〕��53�2,69室,500�]O,800�130,O00�

B火山礫産出地不詳

工場所准地

札幌･江別付近

旭川付近

その他

合計{B)
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��　

㈬�　

��　

���

火山礫の産状としては

①沖積世･洪積世の降下火砕物で

①一a降下堆積したままの状態のもの(primarydeposit)

①一h雨水に流されて低地に再堆積したもの(reworked

�灯�琩

②沖積世･洪積世の火砕流堆積物

③第三紀の火砕物

に分けられる.わが国では⑪一aに属するものカミ最

も多く採掘されているが鹿児島県下では①一bに

属するものも採掘されている.

4｡日本の火山礫の産地

数北海道地区

これを除き一応火山礫を利用している工場のみを選

ぶ&88工場となる.この88工場をその所在地から

工場で利用していると推定される火山礫を調べ(工場

は火山礫採掘場に近いと考えられること一部は文献に

犬含酎1^)十1E〕884,170.20016.700200,000

(注)1.事業所･工場の名簿は北海道建材ブロック工業組合より得た

2･白老町の西部にある工場は倶多楽や椴帥のものでなく有珠

火山のものを便用している擬ポある

3.旭川付近の工場は恐らく十勝熔締凝灰地を使川しているので

はないかと思われる

4.Bのその他は余市町砂川･深川･英1唄･夕張の約1百慨

崩市稚内付近

5･月間所要火山礫m3数は6m王の火1工1礫で1,500欄のプ日ヅクを

製造できるとして換算した

6.年聞所要火山礫m3は月間の合有十を12倍した

よるカミ主として筆者の推定)火山名噴出物の種類

その噴出物を利用している工場数コンクリｰト･ブロ

ックの生産能力能力一杯に生産するに必要な火山礫の

数量に整理分類すると上表のようになる.

摩周火山の降下火砕物(最新のものはカムイヌプリ

岳の火山灰噴出時代300～鑓0年前)は斜里町清

里町小清水町一帯をおおって分布している､降下火

砕物層の下半部は軽宥(厚幻～凄獺)上準部は20～

30cmの軽宥層を汲む濠一ム属であるヨ軽石は一般に

淡黄色の火山ガラスでわずかに斑晶鉱物を含む普通

輝石紫蘇輝宥安{砦紀属するもので奔る火山礫とし

ては強度弱く構造材用紀遭するものは鮎/咀姜

屈斜路火{火砕流は前記購周火{の降下火砕物の下

位に位麿し網走藻琴美幌北見地区をおおってい

る.この屈斜路火山砕屑流堆積物は古期中期新

潮に分けられ火山礫として採掘されているものは新�
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期(K･P･nowI勝井氏の分類で届斜路火山の軽石流

堆積物で新潮のものを意蛙する)のものであろう.

K.P.nowIは層厚1～7m色は白色～淡紅色を呈し

細粒のものはみがき砂状軽石の大きなものの直径の平

均は4～6cmである.岩質は普通輝石紫蘇輝石石

英安山岩である.コンクリｰト･ブロック用にしか向

か狂いようである.

十勝岳の熔緒凝灰岩は下部洪積世の噴出物で十勝岳

の西北から西南にかけて広く分布している.一見流紋

岩のようなものから熔結を示さない軽石質凝灰岩その

ままのものもある.富良野町の西北清水山の東南麓

で採掘されているものは熔結したい凝灰岩である､

地方的需要に応じてブロックを造るに適している.

上川郡愛別町付近で利用している火山礫はおそらく

愛山渓(安定聞川)熔結凝灰岩(黒雲母石英粗面岩質)

で軽石質になっているものであろう.本岩は愛別付近

で厚さ約10mである.鮮新世末～洪積世中期頃の十

勝岳大雪岳を合わせた付近の古い火山の噴出物であろう.

樽前火山の降下火砕物で採掘の対象となっているものは

おもにB層(約300年前のもの)で苦小牧市錦岡勇払

沼の端に広く発達している.軽石礫層は厚さ130-180

Cm黄白色を呈し普通輝石紫蘇輝石安山岩質のもので

ある.

白老町萩野杜台だと樽前山南寄りの沖積原では

1m以上の厚さの軽石層が広く堆積している.この地

区の軽石は淡紅色～灰色を呈し多孔質細粒でやや砕

けやすい性質である.岩質はほとんど火山ガラスから

なる破璃質普通輝石紫蘇輝石安山岩である.噴出物

源は樽前火山であるが一部有珠火山のものもある.

萩野付近では軽石の粒度は10メッシュ(1.65mm)以

上のものが約70%を占めている.この樽前の火山礫

は一時構造用(2階建鉄筋コンクリｰト)に用いられた

が現在はブロック用にのみ利用されており北海道の軽

量コンクリｰト･ブ回ック用火;.〕礫としては樽前火山

のものが最も多く用いられている,

苫小牧市から勇払を経て鵡川町に至ると檎前火山の

軽石層は次第に薄くなり鵡111町付近では下位の支笏

火山の降下軽石層が分布してくる刊軽石は黄褐色～淡

黄褐色で50mm以下のものが多い.洪積世末のもの

である.白老町竹浦付近で採掘されている火山礫は倶

多楽火山の噴出物と思われるが有珠火山の噴出物の疑

いもある｡伊達町付近では有珠火山の降下物を採掘し

ているか詳しいことは不明である.

駒ケ岳火1工ゆ噴出物は駒ケ岳の北･北東部で主とし

て採掘利用されている.火山礫は沖積世の降下軽石で

一部に構滝崩材に適するものもあるがこのようなもの

は搬出カミ不便なために利用されていない.コンクリ

ｰト亜ブロック用に利用されている抽

帯広布の西方･西北方で採掘利用されている軽石は

古期洪積世の漉岡層中の石英粗面岩質凝灰岩の部分であ

る｡御影市街付近で採掘されているものは凝灰岩の

厚さ15m位で炭化木片を含んでいる､ブ源ック用とし

て地方的需要に応ずる資源である畠

如十和熊

十和閏火山の周辺部には石英安山岩質¢)熔結凝灰岩

(鮮新世後期～更新世初期の究八郎嗣カルデラ軽石流

普通輝石紫蘇輝石角閃石石英安山岩)の莫大な量

の噴出物が分布している.その上位には十和田火山

の噴出物が十和田火山の西南部･東南部をおおって広

がっている.この十和田火山噴出物は安山岩質玄武

岩の熔岩と軽石流または軽石降下物を3度繰り返して

噴出堆積している.

秋四県鹿角郡十和田町大湯付近では降下軽石を火山

礫として採掘している.秋田県庁舎(昭和34年)の一部

(5～6階)に構造用骨材として使用された.

小坂町では同和鉱業により小坂鉱山事務所西方の雌

より十和尚降下火砕物である軽石を採掘し昭27年よ

り37(1962)年まで稼行した.主として小坂鉱山花岡

鉱山の設備社宅病院建築用軽量ブロックを作ってい

た.花矢町花岡付近では現在軽石を採掘中で大館

市の業者が軽量ブ回ックを製造している.

C鳴子

宮城県玉造郡鳴子町付近にも火山礫の鉱床があるとい

う.婚松層(鮮新世～洪積世)中の灰岩(ハイカン輝

石一石英一安山岩石基はガラス質)を対象としたもの

と思われるが詳細は不明である.ブロック用であろう.

d尉折

1⊥1形県新庄市の西南20km肘折温泉付近に火1｣1礫

があるという.

e楯岡

山形県村山市楯岡町付近でもコンクリｰト･ブロッ

ク用に火山礫が採掘されているという.おそらく第三

紀の凝灰岩を対象としたものであろう.

f沼田

群馬県沼田市の南赤城山の北麓にあたる利根郡昭和

村(旧糸之瀬村久呂保村)地区には,軽石層が分布し

昭和24年頃採掘しブロック用に使用されていた.榛�
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写真5

名火山の噴出物で屈原は1.0～0.5mである.

北群馬郡子持村(1目白井郷村)中郷付近では現在榛名

の軽石を採掘している.厚さは1.0～1.2m位で礫の

大きさは40mm以下のものである.下部はロｰム層

腐植土である.吾妻川以東では榛名軽石の唯一の採

掘場である.

g榛名山

榛名地区(群馬県渋川市北群馬郡伊香保町)の軽石は

歴史の項でも述べたように昭和24～25(1949～50)年頃

から軽量ブ七ヅク用として採掘が盛んになり昭和30

(1955)年頃以後は採掘業者の数も年々増加し現在は20

余の業者が採掘に従事している.またζ･こと併行しマ

渋川市を初め灘馬県内各地に軽石ブロックの会社が増

加してきて現在県内に約80(うち渋川市内約10杜)が

榛名軽石を利用して軽量ブロックを生産している.

は召症けい世主

｢榛名軽石｣の名称で呼ばれている渋川市西方榛名

山東麓地区から産出する火山礫は榛名火山のうちニ

ツ岳の活動に伴って噴出したニツ岳軽石層に属する降

下火砕物で考古学的資料によって今より約4000年前

の噴出物と考えられており榛名火山の最新の噴出物の

一つである.この軽石層はニッ岳を頂点として東北

方に広がり遠く中禅寺湖北方の群馬一栃木一福島の

三県境におよんでいる.渋川市域内でニツ岳軽石層

の厚さ工m以上の部分を等層厚線で結んだものを第2

図に示した.軽石層の厚さは局部的には多少地形

に支配される.一般的にいうと傾斜地では薄く僚

斜地から平坦地にうつり変る部分に比較的厚く堆積して

いる,軽石層を構成する礫はニツ岳に近いほど粗粒

で遠ざかるにしたがい細かくたる.軽石層の露頭面

で観察できる軽石の粗粒のものを4m2中から5個取り

出しその長径を計り平均値を出すと次のようにたる

(第2図参照).

伊香保ゴルフ場付近20～17㎝ユ

有料道路クｰト付近10cm前後

金島小蝉校付近7～5cm

ニツ岳軽石層は噴出後あまり時代カミたっていないの

で堆積当時の原画が比較的よく保たれているが火1⊥1

､礫を採掘する地区内では東北流東流する大き荏沢

(登沢逆川平沢川黒沢川)とその支流に沿っては

河水によっ下削剥されて下位の岩石カ耀出している.

ゴノレフ場西側付近(昭和39年現在の主要採掘地)でみら

れる軽石層(写真6,7)は厚さ12～13mあり局部的に2

枚のやや赤味を帯びた｢ノロ層｣(粘土分を伴う軽石層

でこれの多いところは採掘されない)を伴う薄屈を挾ん

でいる.上部には1～3mのロｰム質赤土と表土があ

り軽石層の下位は黒褐色凝灰角礫岩でこれを下盤と

して採掘している.軽石は白色～灰白色多孔質で

岩質は紫蘇輝石一緑色角閃石安山岩である.化学的

性質物理的性質についてはすでに述べた｡

表土剣ぎは人力またはブルドｰザｰで行祖い採掘は

四三､榊｡.､舳,､肥.止.舳.､｡､三､壱､

織鮒舳批､_

､!､･

j1元

}水べ簑瑳星川

～ノz｡･｡

澱'昌搬砂讐

…{～÷㌶←'紬.

峨繁㌻

_｣

坤1

穿榊

澱!榊山}

挽畷､,｡州

じ

爀

嘉

第2図榛名人山1礫分祢､図

写真6榛名火山礫層あまり層理が明りよ

うでない左上は地表�
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ロｰダｰで行恋われている.トラックに積み込まれた

鉱石は付近の破砕場に運ばれロｰノレクラッシャｰで砕

かれる.砕かれた火山礫は10mm.(3分)と20

mm(6分)に節分けられ10mmは軽量ブロック用20

mmは構造用骨材に向けられる.軽量ブロック用は

トラックで群馬県内東京都近県の需要地に運ばれ

やや遠隔の地には貨車輸送されるが貨車輸送の量は

少ない.構造用骨材は主として東京都内にトラックで運

ばれる.採掘跡は整地され植林される.有料道路の

西側にはきれいに植林されたところが所々に見られる

(写真9)現在まで採掘の対象とたったところは主と

して軽石の厚さ3醐以上のとこるで渋川市有地を借地

して採掘している｡一個所の借地はだいたい10町歩

(約!0ヘクタｰル)位のところでこの区繭内を互0数社

の業背が集中的に採掘している､工O町歩の範囲内を

!,δ～2年で掘りつくしてし叢う古今残凄れている市

有地(渋川一伊香保間有料道路の南側)は現在の槻模

で採掘を続けると命後約五O年間採掘するだけの鐙が残

されているに過ぎ愈いが採掘の対象を軽石隔の厚さ

エ～凄狐の範囲に広げること有料道路の北側の私有地

を採掘の対象とすることぽよってか放り長い蹴榛拍

軽石の採掘を続けてゆくことができるといわれている｡

昭榔3ゑ年遂～7月頃行赦われた調査紀よると軽石層

の層厚肋以上で渋川帝城内グ)部分は面積工O重800ヨOOOが

埋蔵量3遂｡7⑪00章0001が(約3三〇C0万芭)王～2卿の厚さ

の地域面積餐,680重00Cが燭蔵量8,δ0C葦◎0帥豊(約700

万ζ)と報脊されている堆

稔満聞出

演聞軽石の探掘揚は長野県北佐久郡軽邦沢町浅間

山の火山観測所の東南方500㎜の平坦地にある(第3図)

この付近一帯は国立公園内であるため採掘にはかなり

の制限があるようである.

簸顯禰町

写真7火{す

現在軽1戸として採掘されているものは天明三(1783)

年に噴出した降下火砕物(この降下火砕物の噴出に続

いて北方に火砕流次いで鬼押出の熔岩洲践出してい

る)で粗粒の軽石と細粒の火山灰との互層を征して

いる｡刈二;からの願離と降下軽宥の層厚襟の大きさ

との関係は先に述べてある吉現在の繰捌揚に近いと

ころ(峯の茶屋の南方500臓荒牧氏のAS堪0五点)の

軽石層の粒度分布は

sc榊轟.5搬鰍のも¢)薯｡茄

塁.馳棚以下の㍑)§紬以下

と扱っている｡またび)付近の軽宥の比重はO.8(王1

個測定の平均値)である.写真10nは採掘揚で見ら

れる軽石層を示したが粗粒の礫層の間に6枚の細粒

火山灰層が見られる.

火山礫は多孔質灰白色(心持ち茶色を帯びている)

で所々に異質放礫(多孔質で茶褐色な礫灰黒色で

綴密貿安山岩の礫)を混えている.岩質としては普

通輝石紫蘇輝石安111岩である.AS40王地､歳の礫の化

.学成分は(第2表4)にあけてある昔組成鉱物は

父灼11鮒事1鰯義e簑泌欄

』

郷3図浅間山犬閉3(1783)牛に降下した火砕物響魑厚

線(単位Cm)火砕流熔岩流分祢および火1』1

礫採掘場位織図(荒牧氏の原図に地物を加搾)

司…

1貯

写真8火111礫採掘嚇(榛名地区)中央｣二方の2入のf乍楽員は談土はぎ作集中�
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斜長局総.6弗

紫蘇輝看王3､鍬

普通輝肩夏§.婁地

磁鉄鉱夏､鰍

けられ10～20mmのもり(約60%)は骨材として主と

して貨車積みで東京新潟金沢仙台方面へ送られる.

10mm以下のものは軽量コンクリｰト･ブロック用に積

み出される.おもな仕向先は長野県上田市長野市

(トラック).松本市飯田市(貨車)である.

溝間軽石の埋蔵量は莫大な量が推定されるが国立

公園地域内であるため採掘の点で制限されている状況

である.この浅間軽石は構造用骨材としての火山礫

の草分け的な位置にあるカミ主需要地である東京に対し

て榛名地区大島地区に比べて遠いことまた採掘制

限のあることなどのため著しい発展はせずに今日に至

っている.(筆者は鉱床部)

榛名地区火I⊥i礫採掘跡

織間火1⊥I礫擦掘跡

専真9

火山礫を採掘し

たあとは整地を

してその後に

植林する.

写真12

広場は採掘跡向

う側壁のように

みえるのは境界

まで採掘した跡

後方は浅間川

写真11浅間軽石層

火μ1礫が粗細の縞をなして堆積しており

火111活醐の激しさの変化の歴史を残して

いる(手帳はタテ16,5cm)

写真10浅間1⊥1地区の軽石層

左方は凍結を防ぐた鉗ワラ｣で地表をおおって

ある(層厚･至.8m)�


